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本⽇のご説明内容

（１）本件ご説明の経緯

（２）共通NVRAMとは

（３）リンクキーとは

（４）共通NVRAMと改正個⼈情報保護法

（５）ご参考・今後の技術規格化および関連規程
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※在京５社視聴データ利活⽤検討会とは、視聴データの共同利⽤による利活⽤の促進、データ基盤の共⽤、
視聴者向け共通サービスの実施、運⽤ルール（プライバシーポリシーや利活⽤ルール等）および技術基準の
統⼀を⽬的に設⽴した、⽇本テレビ・テレビ朝⽇・TBSテレビ・テレビ東京・フジテレビによる任意団体です。











◎技術規格化
⺠放キー局５社としてA-PAB（放送サービス⾼度化推進協会）において技術規格化を申請予定
A-PAB会員社の放送事業者、TVメーカー等のコンセンサスを得て規格化

◎関連規程
「オプトアウト⽅式で取得する⾮特定視聴履歴の取扱いに関するプラクティス（ver2.1）」

※有識者、放送事業者、放送関連団体、TVメーカーで構成する「視聴関連情報の取扱いに関する協議会」が
取りまとめた業界⾃主ルール

第２ プラクティス
３．識別⼦の運⽤に関する事項
3.2. ⺠間放送事業者等が共通的に⽤いる ID の取扱い
・ 共同で取得する放送事業者が発⾏する識別⼦（ID）を、データ放送において受信機の不揮発性メモリー
（NVRAM）の放送事業者共通領域に書き込む運⽤を⾏う際に、以下の要件を満たす運⽤を⾏う。-略-

1. 識別⼦及び受信機の不揮発性メモリーを利⽤する事業者の管理責任が明確になるように、技術基準と運⽤基準
を定め、適切に運⽤する。
2. 放送事業者共通領域は、当該データ取得を共同で⾏わない事業者に対するアクセス制御を⾏うことはできない
ため、利⽤する事業者は第三者の不正アクセスに対する安全管理措置を施す。
3. 識別⼦は視聴者からの要望等、必要に応じて削除またはリセットできるようにする。

（５）ご参考・今後の技術規格化および関連規程
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